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JENESYS2015 招へいプログラム  

（対象国：ブルネイ,テーマ：（スポーツ）バドミントン交流,大学生）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、ブルネイよりスポーツに関心を有する

大学生 17名が来日し、日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日

本の魅力等の積極的な発信を目指し、3月 15 日から 3月 22 日までの 7泊 8日の日程で

プログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

ブルネイ 17 名 

 

３．訪問地 

東京都、宮城県 

 

４．日程    

3 月 15 日（火） 成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

3 月 16 日（水） 【テーマ関連講義】 

        【スポーツ関連施設見学】味の素ナショナルトレーニングセンター 

3 月 17 日（木） 宮城県へ移動 

【学校交流／バトミントン交流】聖ウルスラ学院英智高等学校 

3 月 18 日（金） 【地域概要講義】仙台市国際プロモーション課、スポーツ振興課 

        【文化体験】こけし絵付け体験 

        【歴史的建造物視察】松島湾散策 

        【ホームステイ対面式】 

3 月 19 日（土） 【ホームステイ】 

3 月 20 日（日） 【ホームステイ歓送会】 

【ワークショップ(報告会準備)】 

3 月 21 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

        【報告会】 

3 月 22 日（火） 成田国際空港より出国 
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５．JENESYS2015 招へいプログラム記録写真 

ブルネイ スポーツ（バドミントン交流）訪日団の記録 

 

 

3/16 テーマ関連講義（東京都） 
3/17 学校交流: 聖ウルスラ学院英智高校

(仙台市) 

  
3/18 地域概要紹介: 仙台市(仙台市) 3/18 こけし絵付け体験(松島町) 

 

 

3/20 ホームステイ歓送会 (加美町) 3/21 報告会(東京都) 
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６．参加者の感想   

 

◆ ブルネイ学生 

 日本のトイレはとても高度で、ブルネイのものとは非常に異なります。帰国したらど

んなに進んでいるかについて話したいと思います。そして日本人はフレンドリーで穏や

かに話すのに感心しました。また日本は安全な国であるとの印象を強く持ちました。 

日本には大きな店がたくさんあり、さまざまな国からの観光客が来ています。新幹線が

東京と仙台を結んでいるように、公共交通が発達していて、色々な所に出かけるのが簡

単です。文化もブルネイの文化とは異なります。家族で食卓を囲み、ご飯と副菜、主に

野菜を食べ、あまり油っこいものを食べないのだと思いました。帰国したらこれらのこ

とを伝えていきたいと思います。 

 

◆ ブルネイ学生 

 日本に到着した最初の日から、私が受けたサービスに感動しました。私が会ったすべ

ての日本人が、とても良くしてくれました。日本人同士のコミュニケーションもとても

丁寧です。強く印象に残ったのは、ブルネイとは大いに異なる日本の科学技術と日本の

経済政策です。日本での生活がとても快適で、安全なことがわかります。 

ホームステイでは、ホストファミリーが豊かな愛情をもって私たちのお世話してくれま

した。ホストファミリーの方が私たちにしてくれたことすべてに感謝しています。 

 

◆ ブルネイ学生 

 私が一番感動したのは、人々がとても我慢強く、親切だということです。ホストファミリーは

私たちが買物している間、ずっと待っていてくれました。また私たちが迷った時に親切に道を

教えてもらったこともありました。日本の進んだ技術には感心しました。（ホームステイをした）

小さな町の、小さな家でさえ自動トイレがあるし、スバルのような車を持っています。また畑地

が肥沃であり、かつて起きた自然災害からも素早く回復しているのに感心しました。そして野

菜を毎日食べ、歩いたり、自転車に乗ったり、公共交通を使うなど健康的な生活を送っていま

す。津波や地震などの災害から日本が素早く立ち直っていることをブルネイの人達に伝えた

いと思います。そして先進的な技術や日本の施設、天候、日本人のマナーや生活スタイルに

ついても話をしたいと思います。 
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７．参加者の報告会での報告内容（帰国後の発信内容） 

  

日本での気付き① 日本での気付き② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプラン① アクションプラン② 

 


